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世

憂輩・

税
の
行
く
え
に
目
を
向
け
よ

　
昨
年
の
珍
し
く
も
年
末
に
行
な
わ
れ
た
総
選
挙

の
結
果
は
、
自
民
党
の
大
勝
と
公
明
党
・
共
産
党

の
躍
進
に
よ
る
多
党
化
現
象
の
一
層
の
進
展
に
終

わ
っ
た
。
7
0
年
代
が
こ
の
よ
う
な
政
治
勢
力
の
分

布
を
も
っ
て
幕
が
あ
け
ら
れ
た
と
す
る
と
、
い
く

つ
か
の
今
後
の
動
向
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち

の
ひ
と
つ
に
政
治
や
行
政
の
機
構
と
経
過
と
を
合

理
化
し
、
改
革
す
る
試
み
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
わ
が
国
の
経
済
は
敗
戦
か
ら
独
立
ま
で
の
占
領

下
、
戦
前
の
生
活
水
準
を
取
戻
す
の
に
懸
命
で
あ

っ
た
。
独
立
以
後
は
、
ひ
と
り
立
ち
で
葬
、
⊆
る
経
済

力
を
養
う
た
め
に
電
力
や
食
糧
の
増
産
に
必
．
妃
で

あ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代
に
な
リ
急
激
に
成
長
拡

大
し
は
じ
め
た
時
、
と
く
に
後
半
か
ら
労
働
力
不

足
、
物
価
上
昇
、
公
害
な
ど
に
ま
た
も
や
我
慢
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
H
本
は
国
際
経
済
に

お
け
る
自
由
競
争
に
耐
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
理

由
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
他
．
血
こ
の
こ
と
は
、
国

内
資
源
の
最
適
な
利
哨
と
使
用
方
法
の
合
理
化
が
、

今
や
不
可
避
の
課
題
・
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、

回
答
は
大
勝
し
た
保
守
党
の
責
任
で
も
あ
る
。
ま

た
国
民
は
．
長
い
司
、
税
金
が
重
い
と
い
う
感
覚
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
芳
太
郎

な
れ
て
き
た
。
　
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」

と
い
う
悲
し
い
習
性
が
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
目
本
は
、
保
守
政
権
に
よ

っ
て
今
や
経
済
大
国
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
高

成
．
長
の
果
実
を
刈
取
る
時
期
で
も
あ
る
。
減
税
か

も
っ
と
納
税
者
の
納
得
の
い
く
税
金
の
使
途
が
追

求
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
課
題
は
、
政
府
が
い

っ
た
い
い
く
ら
税
金
を
と
っ
て
仕
喉
を
し
た
ら
よ

い
の
か
、
ま
た
そ
の
仕
事
を
最
も
能
率
よ
く
最
小

の
費
用
で
行
な
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

そ
の
決
め
手
と
な
る
客
観
的
基
準
は
何
か
、
と
い

う
問
い
で
も
あ
り
、
政
府
利
用
資
源
の
最
適
配
分

と
よ
ば
れ
る
新
し
い
経
済
学
の
根
本
問
題
で
も
あ

っ
て
、
日
本
経
済
は
よ
う
や
く
こ
の
問
い
に
答
え

ね
ば
な
ら
ぬ
体
質
に
ま
で
成
．
長
し
、
か
つ
そ
の
時

期
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。

　
70
年
代
は
、
加
え
て
、
情
報
化
時
代
と
い
わ
れ

る
。
政
治
や
行
政
の
意
思
決
定
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
合
理
化
が
．
要
求
さ
れ
、
機
械
化
は
極
限
ま
で

追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
不
当
で
根
拠

も
説
明
で
き
な
し
よ
う
な
横
車
や
圧
力
は
排
除
さ

れ
る
よ
う
に
改
革
ノ
進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
も
は

や
議
員
や
偉
い
人
た
ち
の
個
人
的
な
ス
タ
ン
ド
ブ

諭

三

寮
孝

レ
ー
や
顔
は
、
予
算
分
ど
り
に
あ
ま
リ
役
立
た
な

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
資
料
と
論
理
に
よ
る
客

観
的
な
説
得
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
政
府

機
構
は
改
革
さ
れ
、
予
算
や
仕
事
に
つ
い
て
の
決

定
の
仕
方
が
機
械
化
さ
れ
改
善
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
い
う
要
求
が
不
可
避
の
動
向
と
な
る
に
ち
が
い

な
い
。
こ
の
と
き
、
納
税
者
の
代
表
で
あ
る
議
会

の
あ
リ
方
や
役
割
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ

れ
納
税
者
は
、
ど
の
よ
う
に
税
金
の
使
途
を
監
視

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
日
本
の
納
税
者

は
明
治
以
来
な
れ
て
｝
、
」
た
税
金
感
覚
、
つ
ま
り
税

金
と
い
う
も
の
は
オ
カ
ミ
に
一
方
的
に
支
払
う
も

の
で
あ
り
、
使
途
は
オ
カ
、
、
、
が
勝
手
に
一
方
的
に

決
め
る
も
の
と
い
う
感
覚
、
納
税
と
使
途
の
監
督

と
を
分
断
し
て
し
ま
う
者
・
え
方
を
、
果
た
し
て
卒

業
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
納
税
者
は
ま

ず
身
近
な
区
政
か
ら
、
こ
の
時
の
用
意
を
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
7
0
年
代
初
の
正
月
の
、
こ
れ
は

私
の
初
夢
で
あ
る
。

（
轄
墾
罷
翫
、
、
大
教
授
．
財
政
学
）

　
桜
を
植
え
て
く
だ
さ
い
、
区
役
所
さ
ん

　
　

「
ひ
ろ
ば
」
の
投
書
か
ら

　
道
路
な
ど
の
整
備
で
切
っ
た
桜
を
ま
た
植
え
て
く
だ

さ
い
と
、
み
ん
な
の
願
い
を
伝
え
て
さ
た
。

　
「
緑
と
太
陽
、
の
世
田
谷
・
に
す
る
に
は
、
み
ん
な
協

力
し
て
木
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ポ
プ

フ
、
ア
カ
シ
ア
の
並
木
の
イ
メ

ジ
が
心
に
残

る
よ
う
に
、
街
路
樹
に
よ
っ
て
町
の
品
格
が
整
っ
て
い
く
。

写
真
　
　
「
五
分
が
り

に
さ
れ
た
桜
新
町
の
並
木
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迅

㍗科【

し鞭…
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昭
和
4
3
年
度
決
算

児
童
手
当
条
例
な
ど
一

　
第
四
回
定
例
会
は
n
月
1
3
日
か
ら
会
期
『

六
日
間
で
開
か
れ
、
最
終
日
議
嘔
の
邦
合
で

　
一
日
延
長
し
2
9
日
閉
会
し
ま
し
た
。
な
お
、

本
会
議
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

13

日
　
各
党
代
表
質
問
と
、
昭
和
4
3
年
度
決

　
　
算
な
ど
一
、
二
件
の
委
員
会
付
託
、
さ
ら

　
　
に
、
住
居
表
示
の
実
施
に
よ
る
区
施
設

　
　
の
位
置
表
示
変
．
更
議
案
｝
「
件
の
可
決

14

日
　
…
般
質
問
と
請
願
陳
情
二
件
の
委

　
　
員
会
付
託

28

日
　
評
画
・
き
に
付
託
し
た
案
件
の
う
ち
昭
和

　
　
4
3
年
度
決
算
な
ど
五
件
の
可
決

29

日
　
児
竜
ト
当
、
教
育
委
員
の
任
命
同
意

　
　
な
ど
｝
○
件
の
可
決

　
以
上
い
ず
れ
も
区
長
提
案
ど
お
リ
、
円
決
し

　
ま
し
た
。

●
児
童
手
当
条
例
嚢
成
全
員
）

　
義
務
教
ム
目
終
了
臨
剛
（
通
常
十
五
歳
）
の
旧
聖
里

を
．
．
、
人
以
上
扶
養
す
る
場
合
、
第
．
、
一
チ
以
降

の
児
童
に
対
し
月
額
．
』
干
円
を
支
給
し
、
そ

の
ほ
か
、
．
一
十
歳
未
満
の
心
身
障
害
児
に
は

月
額
五
F
円
、
”
義
務
教
素
目
終
了
叫
岡
の
唄
思
児
に

は
月
額
．
一
卜
円
を
支
給
す
る
も
の
。
た
だ
し
、

対
象
児
童
の
保
腎
が
区
民
税
所
得
割
万

圧
予
円
以
上
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
支

給
さ
れ
な
い
。
旧
請
受
付
は
区
役
所
厚
生
部

福
祉
課
福
祉
係
．

●
老
人
休
養
ホ
ー
ム
条
例
（
嬢
戚
期
、
社
、
公
、
ぺ
笹
）

一
六
件
可
決

　
老
人
の
心
身
の
健
康
増
進
を
は
か
る
た
め

上
用
賀
六
丁
目
．
｝
番
十
．
』
号
に
老
人
ホ
ー
ム

を
設
置
す
る
も
の
。

　
ホ
ー
ム
の
内
容
は
宿
泊
室
、
集
会
室
、
児

童
遊
戯
室
、
健
康
杣
談
室
、
浴
室
等
が
あ
り

宿
泊
定
員
］
六
室
で
六
〇
名
、
日
帰
り
休
養

　
一
〇
〇
名
、
そ
の
他
老
人
を
対
象
と
し
た
健

康
・
生
活
一
般
等
の
指
導
・
相
談
に
応
ず
る
。

利
用
者
は
区
内
惜
住
の
六
十
歳
以
上
の
者
と

そ
の
配
偶
者
、
な
ら
ぴ
に
老
人
に
付
き
添
う

者
．
利
用
料
は
老
人
の
宿
旧
『
泊
四
〇
〇
円
、

付
き
添
う
者
五
〇
〇
円
、
四
歳
以
上
十
．
一
歳

未
満
、
『
五
〇
円
、
目
帰
り
休
憩
『
○
○
円
、

六
歳
以
上
十
二
歳
未
満
．
土
．
○
円
。

　
昭
和
4
5
年
2
月
中
に
業
務
開
始
の
予
定
。

　
　
（
意
見
－
反
対
『
ホ
ー
ム
の
建
設
は
前
進

　
と
評
価
す
る
が
、
使
用
料
が
高
す
ぎ
る
。

●
昭
和
4
3
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
贈
繊
殖
無
属
疲
無
）

　
　
1
記
事
は
四
～
、
五
ぺ
ー
ジ
ー

●
昭
和
4
4
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算

　
O
］
般
会
計
補
正
予
算
第
三
次
（
麗
賦
民
　
）

　
○
国
民
健
康
保
険
客
業
会
計
補
正
予
算
第

　
　
二
次
（
賊
肱
粕
社
．
公
、
民
、
清
、
無
）

　
一
般
会
計
は
職
員
の
人
件
費
補
正
約
一
億

八
九
〇
万
円
を
始
め
、
児
童
手
当
制
度
新
設

に
伴
う
経
費
約
五
五
四
し
．
〃
円
・
公
共
溝
渠
の

蓋
か
け
工
質
費
約
四
、
『
O
O
．
万
円
、
失
対
労

務
者
に
対
す
る
勤
労
意
欲
推
進
費
約
四
．
一
〇

－
几
万
円
竹
寺
八
口
計
』
『
億
、
一
．
五
四
八
万
八
モ
q
、

こ
れ
で
補
正
前
と
の
合
計
は
｝
三
七
億
九
五

七
．
、
『
万
』
『
子
円
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
嘗
業
会
計
は
人
件
費
補
正

約
『
○
○
万
円
、
国
保
雲
業
運
営
に
要
す
る

経
費
約
『
五
〇
万
円
、
合
計
二
五
一
．
…
万
六
ト

円
、
補
正
前
と
の
合
計
で
は
”
一
．
五
億
四
ヒ
．
．
．

．
、
万
四
干
円
、
㎝
般
会
計
と
の
合
計
は
一
六

．
二
億
四
、
、
『
〇
六
万
七
干
円
と
な
り
ま
す
。

●
区
税
条
例
改
正
麟
腿
期
社
、
公
．
域
置
無
）

　
お
も
な
改
正
点
は
五
年
以
上
保
有
の
土
地
、

建
物
等
を
譲
渡
し
た
場
合
、
区
民
税
は
他
の

所
得
と
分
離
課
税
し
、
4
6
・
4
7
年
度
は
税
率

二
．
七
％
、
4
8
・
4
9
年
度
三
・
四
％
、
5
0
・

51

年
度
は
四
％
と
次
第
に
高
率
と
な
る
な
ど
。

●
学
校
設
置
条
例
の
改
正
寳
成
全
員
｝

　
住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
次
の
学
校
の
位

置
表
示
を
改
め
、
あ
わ
せ
て
区
立
羽
根
木
幼

稚
園
の
新
設
に
伴
う
も
の
。

（
小
学
校
）
八
幡
・
奥
沢
・
尾
山
台
・
東
、
上

川
．
九
品
仏
，
等
々
力
・
千
歳
・
明
正

（
中
学
校
）
奥
沢
・
八
幡
・
尾
山
台
・
砧

（
新
設
）
羽
根
木
幼
稚
園
　
代
田
四
－
量
－
九

●
児
童
遊
園
条
例
改
正
（
貸
成
全
区

　
住
居
表
．
爪
の
実
施
に
伴
い
、
次
の
児
童
遊

園
の
位
置
表
示
を
改
め
、
あ
わ
せ
て
、
児
童

遊
園
．
一
ヵ
所
の
新
似
に
伴
う
も
の
。

　
尾
山
台
タ
ラ
ブ
・
ん
品
仏
・
等
々
力
渓
谷
・

尾
山
台
．
奥
沢
ヂ
安
・
奥
沢
・
成
城
北

（
新
設
）
玉
川
上
水
児
竜
遊
園
　
大
原
］
1

四
、
二
ー
八
先

　
　
天
神
児
童
遊
園
　
上
用
賀
一
－
八
i
．

●
住
居
表
示
実
施
に
よ
る
条
例
改
正
一
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ヒ
ぬ
ゴ

　
次
の
施
設
の
位
置
お
よ
び
所
管
区
域
な
ど

の
町
名
、
区
域
の
表
示
が
変
わ
り
ま
す
。

　
昭
和
4
5
年
3
月
1
日
実
施

　
玉
川
・
砧
各
支
所

第
．
』
・
第
四
・
第
六

四
・
第
、
五
各
出
張
所

川
・
砧
各
福
祉
地
区

務
所

八
幡
山
．
、
、

館
奥
沢

館
鷺
草
園

玉
川
公
益
質
屋

・
宮
多
見
各
保
育
園

　
・
等
々
力
各
敬
老
会
館

玉
川
第
一
・
第
．
一
・

・
砧
第
…
・
第
、
7
第

玉
川
区
民
会
館
　
玉

．

玉
川
・
砧
各
福
祉
雰
、

　
奥
沢
・
奥
沢
西
・

　
　
　
等
々
力
児
竜

　
　
　
　
　
砧
図
薩

●
水
防
等
の
業
務
従
事
者
の
損
害
補
償
条
例

の
改
正
藤
成
全
見

●
新
た
に
認
定
し
た
区
道
爵
成
全
塁

計儒1屍在1

鞭酬
　1ニノ（　先
　1己解

　突

矩醜叢
1、貢，5誰

●
教
育
委
員
任
命
同
意
勲
購
植
験
民
、
、
）

　
昭
和
4
4
年
1
2
月
9
日
に
任
期
満
了
す
る
恨

岸
．
一
次
』
、
委
員
の
．
再
任
に
同
意
し
た
。

●
区
の
自
治
権
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
喬
盛
責
〕

2

●
『
般
会
計
補
正
予
算
第
四
次
（
賛
成
全
員
）

　
1
2
月
2
7
目
執
行
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
伴

う
補
．
止
予
算
で
総
額
．
一
八
几
Q
．
〃
八
子
円
、

一
般
会
計
補
正
前
と
の
合
計
で
は
『
．
．
一
八
億

．
一
四
六
四
か
一
r
円
と
な
り
ま
す
。

代裳質

問

　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
月
B
日
本
会
議
）

健
康
都
市
宣
言
で
住
み
よ
い
区
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
自
由
民
主
党
1

◆
　
区
、
長
は
健
康
都
市
｛
．
口
．
．
．
・
口
の
考
え
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
が
、
健
康
都
市
と
し
て
最
も

必
、
要
な
こ
と
は
、
都
市
施
設
の
充
実
整
備
で

あ
る
。
新
年
度
予
算
の
計
画
は
ど
う
か
。

ー
1
健
康
邦
市
官
．
．
．
、
．
口
は
い
よ
い
よ
必
要
性
を

認
識
し
て
い
る
が
、
そ
れ
な
り
の
条
件
、
要

素
を
満
た
す
こ
と
が
先
決
。
自
然
の
環
境
を

浄
化
し
、
．
医
療
機
関
と
の
連
絡
協
調
が
必
要
。

新
年
度
施
策
に
は
、
で
き
る
だ
け
盛
リ
込
む

よ
う
検
討
中
で
あ
る
。

．

攣
　
老
人
対
策
は
生
．
活
．
面
の
保
障
だ
け
で
な

く
、
思
い
や
り
あ
る
施
策
が
必
．
要
。
働
く
意

欲
の
あ
る
老
人
を
校
庭
開
放
校
、
児
童
遊
園

な
ど
の
指
、
，
丁
員
と
し
て
雇
用
す
る
と
か
、
寝

た
き
り
老
人
を
世
話
す
る
家
庭
奉
仕
員
を
強

化
す
る
暑
．
え
、
あ
る
い
は
老
人
を
大
切
に
す

る
運
動
を
盛
り
上
げ
る
者
、
え
は
な
い
か
。

ー
老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
の

施
策
を
し
て
い
る
。
．
再
．
雁
用
の
点
は
十
分
検

討
し
た
い
。
老
人
家
庭
奉
仕
員
は
、
よ
リ
働

き
い
い
環
境
に
し
た
い
。
敬
老
精
仲
の
高
揚

は
ぜ
ひ
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
　
青
少
年
対
策
は
、
か
れ
ら
の
考
え
、
望

み
を
的
確
に
把
握
し
て
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら

ゴ

ぬ
。
現
在
の
「
断
絶
」
の
時
代
を
、
真
の
日

本
の
姿
と
す
る
に
は
、
教
育
制
度
の
改
善
以

外
に
な
い
。
区
の
占
少
年
行
政
に
お
け
る
窓

口
、
本
化
の
検
討
結
果
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
彦
少
年
問
題
は
家
庭
の
し
つ
け
、
教
育

方
針
、
社
会
環
境
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
り

起
こ
っ
た
、
特
に
ヴ
少
年
の
感
覚
的
行
動
は
、

思
必
ノ
的
な
面
に
移
行
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考

え
る
。
窓
口
の
．
本
化
に
つ
い
て
は
な
お
検

寸
中
で
あ
り
、
他
区
の
例
な
ど
も
参
考
に
し

機
構
改
準
し
て
い
き
た
い
。

◆◆
○

◆

財
政
計
画
に
支
障
は
な
い
か

1
社
会
党
1

財
父
計
画
で
重
、
．
要
な
こ
と
は
、

税
収
のンー

的
確
な
把
握
で
あ
る
。
昭
和
4
4
年
度
第
．
、
『
次

補
正
予
算
で
は
、
区
税
収
入
見
込
額
を
減
額

し
て
い
る
。
そ
の
埋
由
は
何
か
、
ま
た
、
近

く
．
†
算
措
置
を
必
要
と
す
る
職
具
給
与
改
訂

の
財
源
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
本
年
度
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
、
税
法
の

改
正
に
よ
り
特
別
区
民
税
収
入
の
．
部
が
翌

年
度
に
ま
た
が
る
た
め
、
収
入
見
込
み
を
減

額
し
た
。
今
後
の
給
与
改
訂
な
ど
財
源
は
苦

し
い
が
、
な
ん
と
し
て
も
部
の
交
付
金
を
確

保
し
、
財
政
運
営
に
万
全
を
期
し
た
い
。

◆
　

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
居
住
者
に
特
別
区
民

税
の
無
申
晋
者
が
多
い
。
税
負
担
の
適
正
化
、

公
．
瀬
化
の
立
場
か
ら
対
策
は
ど
う
か
。

ー
税
務
署
で
は
マ
ン
シ
．
ン
居
住
者
の
倹

税
・
乍
、
実
施
し
で
、
い
る
の
で
、
資
料
の
提
供
を
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受
け
る
ほ
か
、
住
民
基
本
台
帳
整
備
の
実
態

調
査
に
よ
り
そ
の
把
握
に
努
力
し
て
い
る
。

◆
　
当
初
の
計
画
が
ず
れ
、
大
幅
に
経
費
を

増
額
し
た
第
一
庁
舎
改
修
工
事
費
や
砧
支
所

庁
舎
会
館
の
駐
車
場
建
設
費
は
、
昭
和
4
5
年

度
の
財
政
計
画
に
及
ぽ
す
影
響
が
大
き
い
。

再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ー
　
　
一
庁
舎
改
修
工
事
は
、
あ
と
で
改
修

す
る
と
現
在
の
倍
以
上
の
経
費
を
要
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
今
回
踏
み
切
っ
た
。
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
砧
地
区
は
発
展
途
上
に
あ
り
、

将
来
用
地
買
収
の
困
難
な
こ
と
か
ら
、
設
計

変
更
し
駐
車
場
を
確
保
し
た
い
。
44
年
度
財

政
は
苦
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
健
全
財
政
の

堅
持
に
は
努
力
し
て
い
き
た
い
。

積
極
的
な
福
祉
対
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
公
明
党
1

◆
　
区
内
各
所
に
公
団
住
宅
、
都
営
住
宅
、

マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
区

民
特
に
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
層
の
住
宅
難
は
ひ

ど
い
。
こ
れ
ら
多
く
の
住
宅
困
窮
者
に
対
し

て
、
家
賃
の
補
助
か
住
宅
手
当
制
度
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

　
　
法
的
に
困
難
性
が
あ
る
の
で
、
十
分
研

究
の
必
要
が
あ
る
。

◆
　
公
害
は
い
ま
や
大
き
な
社
会
間
題
と
し

て
、
区
民
生
活
を
不
安
に
追
い
や
っ
て
い
る
．

区
民
を
公
害
か
ら
守
る
た
め
公
害
総
合
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
公
害
患
者
見

舞
金
制
度
実
施
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
公
害
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
相
当
財

源
を
要
す
る
の
で
、
十
分
検
討
し
た
い
。
見

舞
金
制
度
は
調
査
の
う
え
具
体
化
の
方
向
へ

も
っ
て
い
き
た
い
。

◆
　
区
内
の
心
身
障
害
者
施
設
は
ま
こ
と
に

少
な
く
、
特
に
二
十
歳
以
上
の
精
神
薄
弱
者

を
持
つ
親
は
、
法
の
矛
盾
を
痛
感
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
薄
幸
の
人
た
ち
に
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
制
度
を
実
施
さ
れ
た
い
。

　
　
区
と
し
て
も
財
政
の
許
す
限
リ
経
済
援

助
、
更
生
手
段
を
具
体
化
し
て
い
き
た
い
。

◆
　
零
細
企
業
に
働
く
人
た
ち
は
、
経
済
的

な
不
安
が
大
き
い
。
労
働
力
の
安
定
と
老
後

の
保
障
を
確
保
す
る
た
め
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
の
実
施
を
提
案
す
る
。

　
　
望
ま
し
い
が
、
特
別
区
と
し
て
実
施
す

る
場
合
法
的
疑
義
も
あ
り
十
分
研
究
し
た
い
。

◆
　
小
規
模
商
店
の
勤
労
者
や
一
般
地
域
住

民
の
病
気
、
出
産
等
臨
時
ま
た
は
緊
急
に
必

要
な
資
金
の
貸
し
付
け
の
た
め
、
勤
労
者
福

祉
資
金
貸
付
制
度
の
実
施
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　
　
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
で
き
る
だ
け

具
体
化
の
方
向
へ
い
き
た
い
。

都
市
再
開
発
は
民
主
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
共
産
党
ー

◆
　
大
都
市
の
繁
栄
は
独
占
資
本
の
繁
栄
で

あ
り
、
勤
労
住
民
の
低
賃
金
や
労
働
強
化
に

よ
る
健
康
破
壊
は
深
刻
だ
。
世
田
谷
で
も
都

市
問
題
か
ら
派
生
す
る
公
害
・
日
照
・
交
通

等
の
間
題
、
さ
ら
に
二
子
玉
川
の
高
島
屋
や

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建
設
で
、
区
民
の
生
活
環

境
は
い
ち
じ
る
し
く
悪
化
し
て
い
る
．
こ
う

い
う
現
状
に
対
し
て
、
区
の
総
合
計
画
は
ど

う
対
処
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
奥
沢
防
災
街

区
の
建
設
に
つ
い
て
区
も
補
助
し
て
い
る
が
、

資
金
繰
り
の
関
係
で
進
ん
で
い
な
い
。
区
と

し
て
の
責
任
は
ど
う
な
の
か
。
今
後
の
再
開

発
は
慎
重
に
取
扱
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

　
　
高
島
屋
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
は
、
建
築
基

準
法
で
は
合
法
的
な
の
で
、
区
の
行
政
で
規

制
は
不
可
能
。
た
だ
拠
点
的
な
二
子
玉
川
、

下
北
沢
、
三
軒
茶
屋
、
経
堂
と
い
う
地
域
に

つ
い
て
は
、
将
来
の
プ
ラ
ン
を
持
ち
行
政
指

導
を
し
た
い
。
奥
沢
防
災
街
区
は
、
補
助
し

た
以
上
リ
っ
ぱ
に
完
成
す
る
の
が
責
務
。

◆
　
来
年
度
の
保
育
園
建
設
計
画
は
ど
う
か
。

学
校
の
増
改
築
は
、
校
庭
を
狭
め
る
こ
ま
切

れ
建
設
で
な
く
、
一
度
に
完
成
校
と
す
る
よ

う
で
き
な
い
か
。
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

の
疑
問
が
広
く
起
こ
っ
て
い
る
。
父
兄
を
集

め
公
開
討
論
を
す
る
機
会
は
持
て
な
い
か
。

　
　
保
育
園
の
建
設
は
財
源
の
許
す
限
り
建

設
し
、
総
合
計
画
の
中
で
も
保
育
措
置
児
の

解
消
に
努
力
を
続
け
た
い
。
学
校
の
増
改
築

に
っ
い
て
、
　
］
度
に
完
成
さ
せ
る
に
は
財
政

上
困
難
。
工
事
中
校
庭
が
狭
く
な
ら
ぬ
よ
う

業
者
と
話
し
合
っ
て
い
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー

に
っ
い
て
は
P
T
A
、
学
校
側
で
も
反
対
の

意
見
は
な
い
．

交
通
対
策
に
積
極
的
な
姿
勢
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
民
社
党
1

◆
　
世
田
谷
区
の
交
通
対
策
上
の
問
題
は
、

東
名
道
の
開
通
や
玉
川
通
り
の
高
速
道
路
、

地
下
鉄
工
事
に
伴
う
諸
間
題
で
あ
る
。
特
に

王
川
通
り
の
工
箏
に
よ
る
交
通
渋
滞
は
ひ
ど

い
。
そ
う
い
う
中
で
、
工
事
時
問
の
短
縮
と

か
、
車
の
流
れ
を
よ
く
す
る
姿
勢
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
工
事
現
場
の
騒
音

防
止
に
つ
い
て
の
指
導
は
ど
う
か
。
さ
ら
に

周
辺
道
路
に
流
れ
る
車
が
多
く
な
り
、
通
学

路
に
も
入
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
対
策
は

ど
う
か
。
東
名
道
よ
り
入
っ
て
く
る
車
に
対

し
、
電
光
掲
示
板
で
誘
導
し
た
ら
ど
う
か
、

区
の
交
通
関
係
の
窓
口
は
一
本
化
し
、
関
係

官
庁
と
も
打
ち
合
わ
せ
、
強
化
す
べ
き
だ
。

　
　
新
玉
川
線
の
工
事
施
行
が
遅
れ
る
と
、

そ
れ
だ
け
区
民
は
不
利
、
不
便
で
あ
る
。
道

路
、
地
下
鉄
の
工
事
に
よ
る
混
雑
や
電
光
掲

示
板
の
設
置
等
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、

企
業
者
等
と
打
ち
合
わ
せ
対
策
を
考
え
た
い
。

工
事
中
の
騒
音
防
止
に
つ
い
て
は
十
分
指
導

し
て
い
る
。
周
辺
道
路
に
流
れ
る
車
は
、
特

に
用
賀
付
近
が
ひ
ど
い
の
で
、
多
く
標
識
を

立
て
る
よ
う
に
し
た
い
。
窓
口
の
一
本
化
に

つ
い
て
は
、
区
の
土
木
、
教
育
は
当
然
、
他

の
諸
官
庁
と
の
連
絡
も
考
え
た
い
。

◆
　
去
る
1
0
月
28
日
、
世
田
谷
な
ど
城
南
地

区
に
飲
料
水
を
供
給
す
る
多
摩
川
が
、
工
場

排
水
の
劇
毒
で
汚
染
さ
れ
た
。
区
の
行
政
に

は
直
接
関
係
な
い
が
、
こ
の
種
住
民
生
活
の

基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
都
と
十
分
連

係
を
と
り
対
策
を
講
じ
て
お
く
べ
き
だ
。

　
　
今
後
さ
ら
に
連
絡
を
密
に
し
、
人
命
に

か
か
わ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
必

要
な
手
段
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

3

（
目
月
国
日
本
会
議
）

◆
　
公
害
対
策
と
し
て
、
そ
の
発
生
源
、
被

害
状
況
な
ど
区
の
対
処
策
を
聞
き
た
い
。
ま

た
公
害
監
視
セ
ン
タ
ー
設
置
は
ど
う
か
。

　
　
一
酸
化
炭
素
、
亜
硫
酸
ガ
ス
な
ど
の
化

学
検
査
や
従
来
の
公
害
健
康
診
断
を
拡
大
し

て
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
充
実
し
た

い
。
公
害
監
視
セ
ン
タ
ー
は
将
来
の
課
題
と

し
て
検
討
す
る
．

◆
　
多
摩
川
は
工
場
廃
液
・
家
庭
排
水
の
放

流
に
よ
り
、
水
道
源
や
い
こ
い
の
場
と
し
て

危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る
。
区
は
こ
の
現
象
に

ど
う
対
処
す
る
か
。

　
　
根
本
的
に
は
国
・
都
の
責
任
だ
が
、
事

情
の
許
す
限
り
都
と
連
係
し
防
止
に
つ
と
め

た
い
。
ま
た
公
害
指
導
課
は
区
内
発
生
源
の

発
見
、
防
止
に
つ
と
め
る
よ
う
指
導
す
る
。

◆
　
区
民
の
最
も
望
ん
で
い
る
の
は
下
水
道

布
設
で
あ
る
。
近
々
各
幹
線
の
工
事
が
着
手

さ
れ
枝
線
布
設
の
時
点
で
、
公
・
私
道
の
権

利
関
係
な
ど
の
原
因
で
お
く
れ
な
い
よ
う
整

理
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
公
道
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
私
道
は
道
路

認
定
業
務
の
充
実
に
よ
り
、
受
け
入
れ
態
勢

を
整
え
た
い
。

◆噂
　
大
資
本
擁
護
の
国
家
体
制
の
中
で
、

民
共
通
の
利
益
を
守
る
福
祉
行
政
な
ど
、

の
諸
施
設
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
国
家
経
営
の
仕
組
・
運
営
・
原
因

果
な
ど
の
諸
現
象
を
把
握
し
、

区住
・
結

そ
の
評
価
の

上
に
た
っ
て
悪
い
面
は
手
直
し
、
よ
い
面
は

助
長
し
て
近
代
的
に
合
理
化
し
た
区
政
を
進

め
た
い
。

◆
　
心
身
障
害
者
休
養
ホ
ー
ム
が
明
年
開
設

さ
れ
る
が
、
他
の
施
設
に
比
べ
管
理
運
営
は

苦
労
も
多
い
。
そ
の
効
果
的
な
運
営
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

I
I
特
殊
な
機
能
を
有
す
る
施
設
で
あ
り
、

運
用
に
つ
い
て
は
十
分
配
慮
し
思
い
や
り
あ

る
経
営
を
し
た
い
。
運
営
方
法
は
直
営
に
す

る
か
委
託
に
す
る
か
慎
重
に
検
討
中
で
あ
る
。

◆
　
図
書
館
運
営
を
単
純
業
務
と
し
て
い
る

き
ら
い
が
あ
る
。
司
書
は
必
要
と
し
な
い
と

か
、
夜
間
開
館
に
は
業
務
補
助
員
で
行
な
う

と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
と
お
り
か
。

　
　
都
に
司
書
五
名
を
要
請
し
て
お
り
、
現

在
職
員
三
名
を
大
学
に
派
遣
し
図
書
館
学
を

受
講
さ
せ
て
い
る
。
夜
間
開
館
は
正
規
職
員

で
措
置
し
、
現
場
と
協
議
の
う
え
で
実
施

た
い
．

◆
　
道
路
改
修
工
事
は
住
民
の
要
望
に
そ
っ

た
も
の
も
あ
る
が
、
地
元
住
民
の
八
○
％
が

反
対
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
恵
泉
学
園
裏
は

工
事
を
実
施
す
る
の
か
。

ー
説
明
会
な
ど
で
協
力
を
求
め
て
い
る
の

で
八
○
％
も
反
対
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い
。

道
路
形
態
が
悪
い
の
で
、
ぜ
ひ
区
民
の
道
路

と
し
て
完
成
さ
せ
た
い
。

◆
　
小
中
学
校
の
校
庭
が
狭
い
上
、
わ
ず
か

］
ヵ
月
半
程
度
の
使
用
期
間
に
限
ら
れ
た
プ

ー
ル
等
の
施
設
が
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
占
め

て
い
る
。
こ
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
活
用
は
考

え
て
い
る
か
。

　
　
コ
イ
・
フ
ナ
を
放
魚
し
て
情
操
教
育
を

す
る
と
か
、
ふ
た
を
か
け
て
運
動
が
で
き
る

よ
う
何
ら
か
の
措
置
を
検
討
す
る
。
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生
活
環
境
整
備
に
努
力
を

雛
　
　
予
算
繰
越
し
も
問
題
に

　
総
額
一
五
一
一
億
円
に
上
る
昭
和
43
年
度
各

会
計
決
算
が
、
11

月
13
日
か
ら
開
か
れ
た
第

四
回
定
例
会
に
区
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
11
月

28

日
、
原
案
ど
お
り
認
定
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
額
は

一
般
会
計

　
歳
入
一
三
〇
億
五
七
九
九
万
四
五
四
三
円

　
歳
出
一
一
二
億
三
三
九
〇
万
七
九
一
一
円

特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　
歳
入
　
一
二
億
二
六
一
六
万
一
八
二
六
円

　
歳
出
　
一
九
億
九
一
一
九
七
万
〇
六
九
五
円

差
引
翌
年
度
繰
越
（
両
会
計
合
計
額
）

　
　
　
　
一
〇
億
五
七
二
七
万
七
七
六
三
円

で
、
こ
の
う
ち
4
4
年
度
に
支
出
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
額
、
六
億
八
三
九
七
万
六
〇

九
四
円
を
差
し
引
く
と
、
三
億
七
一
一
一
三
〇
万

一
六
六
九
円
が
純
計
繰
越
し
つ
ま
り
黒
字
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

審
議
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
決
算
審
査
の
意
義

　
決
算
を
審
査
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
区
の

行
政
活
動
に
使
わ
れ
た
税
の
行
く
え
を
追
っ

て
、
諸
々
の
事
務
事
業
の
遂
行
が
住
民
福
祉

に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
そ
の
実

績
を
評
価
し
、
ま
た
事
業
の
進
み
か
た
に
欠

陥
が
あ
れ
ば
批
判
・
検
討
を
加
え
な
が
ら
区

政
に
反
省
を
求
め
、
将
来
の
新
し
い
問
題
を

提
起
す
る
の
が
主
眼
点
で
す
。

　
区
議
会
で
は
今
回
の
決
算
審
査
に
あ
た
っ

て
、
二
七
名
の
委
員
で
決
算
特
別
委
員
会
を

設
け
、
七
日
間
に
わ
た
っ
て
審
議
に
取
リ
組

み
ま
し
た
。

　
審
議
は
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
具
体
的
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
］
般
会
計

歳
出
に
力
点
が
お
か
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

を
中
心
に
お
も
な
質
疑
を
追
っ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
す
。

　
　
6
財
政
運
営
上
の
問
題
点

　
ま
ず
、
区
の
財
政
収
入
が
、
ど
ん
な
問
題

に
当
面
し
て
い
る
の
か
が
間
わ
れ
、
こ
と
に

42

年
度
決
算
額
一
］
三
億
余
万
円
に
比
べ
て

43

年
度
決
算
額
は
一
三
〇
億
余
万
円
と
【
五

・
四
％
の
大
幅
な
伸
び
率
と
な
っ
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
財
源
の
根
幹
で

あ
る
区
税
が
4
2
年
度
よ
り
七
億
八
千
九
百
余

万
円
と
一
〇
％
も
伸
び
た
こ
と
や
、
道
路
整

備
に
使
う
自
動
車
取
得
税
交
付
金
の
新
設
を

は
じ
め
、
全
般
的
に
交
付
金
が
ふ
え
た
の
が

理
由
で
す
。
し
か
し
こ
の
交
付
金
は
、
国
や

都
の
指
定
し
た
仕
事
に
必
ず
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
特
定
の
財
源
で
す
か
ら
、
問
題
な

の
は
国
や
都
の
事
業
経
費
の
見
積
り
が
実
情

に
あ
わ
な
い
た
め
、
多
額
の
区
費
が
持
ち
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
区
の
自

主
的
な
財
政
、
運
営
が
な
お
乏
し
い
も
の
に
な

り
か
ね
な
い
の
で
、
制
度
の
改
善
と
区
政
の

あ
リ
方
が
大
き
く
表
面
化
し
ま
し
た
。

　
次
に
歳
出
関
係
で
は
区
民
の
日
常
生
活
の

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
効
果
的
な
解
決

策
が
打
た
れ
た
か
ど
う
か
に
論
議
が
集
中
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
区
の
重
点
事
業
の
柱

で
あ
る
民
生
費
、
土
木
費
、
教
育
費
の
予
算

全
体
に
占
め
る
割
合
が
42
年
度
よ
り
低
く
な

っ
た
原
因
が
た
だ
さ
れ
、
公
共
的
な
行
政
需

要
が
増
大
す
る
今
日
財
政
運
営
の
改
善
が
強

く
望
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
不
用
額
の
二
億

一
干
余
万
円
は
予
算
編
成
段
階
で
実
態
の
把

握
に
欠
け
た
こ
と
、
繰
越
額
の
六
億
八
千
余

万
円
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
老
人
休
養
ホ
ー

ム
を
は
じ
め
各
種
の
公
共
施
設
建
設
が
用
地

買
収
の
難
航
で
、
計
画
の
“
ず
れ
”
を
も
た

ら
し
、
そ
れ
だ
け
事
業
執
行
の
ぺ
ー
ス
を
ダ

ウ
ン
さ
せ
た
こ
と
が
追
及
さ
れ
、
用
地
確
保

に
っ
い
て
区
の
消
極
的
な
姿
勢
に
強
く
反
省

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ウ
　
民
生
・
福
祉
事
業

　
各
事
業
別
の
質
疑
と
し
て
、
民
生
福
祉
事

業
で
は
、
区
民
が
健
康
で
暮
ら
し
よ
い
生
活

を
一
日
も
早
く
実
現
す
る
た
め
、
区
が
ど
の

よ
う
に
努
力
を
し
て
き
た
か
に
焦
点
が
合
わ

さ
れ
、
ま
ず
、
多
く
の
経
費
を
投
入
し
て
い

る
公
害
地
域
の
健
康
診
断
や
老
人
、
成
人
病

な
ど
各
種
健
康
診
断
の
受
診
者
が
少
な
い
点

に
っ
い
て
、
事
業
執
行
に
不
備
が
な
か
つ
た

か
、
区
民
へ
の
P
R
が
不
足
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
が
た
だ
さ
れ
、
公
害
健
康
診
断
、

井
戸
水
質
検
査
な
ど
は
単
に
実
施
す
る
と
い

う
こ
と
で
な
く
、
根
本
的
に
原
因
を
除
去
す

る
対
策
を
国
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
都
と
も

協
力
し
て
総
合
的
に
施
策
を
推
進
し
て
い
く

よ
う
望
ま
れ
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、
働
く
母
親
を
と
り
ま
く
環
境
の

整
備
、
と
り
わ
け
不
足
し
て
い
る
保
育
所
と

保
育
児
の
増
高
に
合
わ
せ
た
増
設
計
画
の
再

考
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
匁
・
歳
児
保
育
、
学

童
保
育
の
充
実
な
ど
保
育
行
政
の
強
化
が
望

ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
法
の
ワ
ク
か
ら
は
み
で
た
低

所
得
者
の
生
活
を
守
る
た
め
、
生
業
資
金
等

の
貸
付
制
度
の
充
実
、
社
会
問
題
化
し
て
い

る
青
少
年
対
策
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
改
善
し
、

青
少
年
と
の
対
話
を
基
調
と
す
る
前
進
的
な

施
策
な
ど
が
望
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◎
　
　
土
木
事
業

　
土
木
事
業
で
は
、
区
民
が
快
適
な
都
市
生

活
を
営
め
る
よ
う
な
都
市
機
能
の
確
立
に
、

区
の
公
共
投
資
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
、

今
後
の
具
体
的
な
解
決
策
は
何
か
が
た
だ
さ
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　　〔歳入〕鰍●決獅13D億5799万円予鳳額130億3730舶

　　　え　　　　イ　　　　ら　　　　お　　　ロロ　　　ロ　　　　　　　　さ　　　　さる　ほ　

特別区税腫－■璽一璽聾厘璽5

国庫支出金■璽■璽璽監

繰越金■璽璽■璽

都支出金1■11一

諸収入■一璽

　　〔歳出〕軸●決算額121億3391珊予軍顯130f脚O万円

　　　　　　　　　　ご　　　　　　　る　　える　　えお　　ヨロ　　コ　　　きぐ　　ヨろぱ　

教育費膿懸慶5慶璽璽璽璽璽甲旧

土木費慶暴盟璽璽璽璽［

総激慶懸蟹腫璽雪
民生橿墨憂聖璽F闇1
その他慶團’1錯欝

歳出決算額内の数宇は決算総額に

占める割含（％）カノコ内は醍年度
■－『魏

れ
ま
し
た
。

　
区
道
の
舗
装
は
九
五
・
七
％
に
達
し
て
い

る
が
、
ま
だ
住
宅
街
の
軒
先
を
通
る
私
道
の

未
舗
装
が
多
い
。
こ
の
整
備
の
助
成
金
の
増

額
に
あ
わ
せ
、
側
溝
の
改
修
や
蓋
か
け
な
ど

に
積
極
的
な
努
力
や
、
堀
さ
く
工
事
の
復
旧

が
ず
さ
ん
な
の
で
監
督
を
強
化
す
る
こ
と
な

ど
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
つ
い
で
、
公
園
、
児
童
遊
園
の
設
置
に
地

域
的
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
り
、
そ
の
効
率

的
な
利
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
区
民

の
い
こ
い
の
場
、
子
供
の
遊
び
場
等
の
施
設

の
内
容
に
新
鮮
味
が
欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら

そ
の
改
善
と
増
設
が
強
く
望
ま
れ
ま
し
た
の

　
こ
の
ほ
か
、
街
路
灯
の
修
繕
を
急
ぐ
こ
と
、

道
路
の
美
観
を
そ
こ
ね
る
無
許
可
の
立
看
板

な
ど
を
撤
去
す
る
こ
と
、
違
反
建
築
が
多
発

し
て
い
る
の
で
指
導
・
監
督
を
強
化
す
る
こ

と
な
ど
多
く
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
O
　
　
教
育
事
業

　
教
育
事
業
で
は
、
43
年
度
に
小
中
学
校
校

舎
の
増
改
築
は
一
』
一
．
一
教
室
と
整
備
さ
れ
た

が
、
児
童
の
増
加
が
著
し
く
、
プ
レ
ハ
ブ
教
室
、

老
朽
木
造
校
舎
の
解
消
が
追
い
つ
か
な
い
の

が
実
情
で
す
。
・
〆
、
こ
で
論
議
も
教
室
の
確
保

を
は
じ
め
学
校
諸
施
設
の
改
善
を
中
心
に
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
間
の
格
差
是
正
は
区
の
大
き
な
課
題

で
、
と
り
わ
け
校
舎
鉄
筋
化
は
そ
の
整
備
が

ま
だ
約
五
二
％
と
遅
れ
て
い
る
。
と
く
に
必

要
に
追
わ
れ
て
か
ら
の
コ
マ
切
れ
建
築
で
は

当
分
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
建
設
計
画

の
手
直
し
と
校
庭
の
効
率
的
な
利
用
が
妨
げ

ら
れ
て
い
る
実
情
に
つ
い
て
衝
か
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
校
舎
増
改
築
の
財
源
確
保
に
つ
い
て

は
都
な
ど
に
強
く
働
き
か
け
る
努
力
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
区
立
幼
稚
園
の
増
設
と
定
数

の
増
加
や
私
立
幼
稚
園
へ
の
助
成
の
強
化
、

勤
労
青
少
年
の
向
学
心
を
満
た
す
た
め
の
教

育
施
設
の
充
実
と
図
書
館
の
夜
問
開
館
実
施

な
ど
多
く
の
要
望
、
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
α
　
交
通
安
全
対
策

　
そ
の
ほ
か
、
区
内
の
交
通
董
の
激
増
に
よ

り
住
民
が
交
通
禍
の
危
険
に
直
．
面
し
て
い
る

現
状
を
解
消
す
る
た
め
、
土
木
、
教
育
な
ど

で
個
別
に
行
な
わ
れ
て
い
る
交
遁
安
全
対
策

を
］
本
化
し
、
機
動
力
あ
る
区
政
の
確
立
が

望
ま
れ
、
基
本
的
な
交
通
安
全
施
設
と
し
て
、

道
路
の
拡
幅
、
歩
道
の
建
設
を
重
点
的
に
促

進
す
る
こ
と
な
ど
が
特
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

4
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各
党
意
見
の
あ
ら
ま
し

⑥
畠
民
主
党
護

　
行
政
施
設
建
設
五
ヵ
年
計
画
の
第
．
』
年
次

分
と
し
て
、
保
育
園
な
ど
施
設
充
実
に
．
八
億

円
、
小
中
学
校
校
舎
鉄
筋
化
建
設
な
ど
の
投

資
的
経
費
に
…
一
一
億
円
を
投
入
し
、
区
民
悟

祉
の
切
実
な
需
要
に
対
処
し
た
こ
と
は
認
め

る
。
し
か
し
、
都
市
公
害
を
は
じ
め
解
決
困
難

な
現
代
的
課
題
が
山
積
し
て
い
る
実
情
か
ら
、

幅
広
い
区
政
を
積
極
的
に
促
進
し
て
、
住
み

よ
い
街
づ
く
り
と
健
康
都
市
実
現
を
目
標
に

一
そ
う
の
努
力
を
期
待
す
る
。

　
区
政
拡
充
の
た
め
の
財
源
確
保
で
解
決
が

急
が
れ
る
の
は
、
現
行
の
都
区
財
政
調
整
で

あ
る
。
施
設
建
設
の
単
価
基
準
が
著
し
く
低

く
、
区
が
そ
の
不
足
額
を
補
っ
て
い
る
現
状

を
打
開
す
る
た
め
、
こ
の
制
度
の
改
善
を
強

く
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
事
業
計
画
で

は
区
政
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぎ
、
㌻
業
執
行

の
背
景
を
的
確
に
把
握
し
た
新
し
い
事
業
の

開
拓
が
望
ま
れ
る
。
一
方
で
は
ー
収
増
設
に

伴
う
運
営
経
費
が
膨
大
と
な
リ
、
財
政
硬
直

化
の
き
ざ
し
も
あ
る
の
で
、
施
設
建
設
は
綿

密
な
計
画
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
た
い
。
そ
の

ほ
か
道
路
は
車
歩
道
を
区
分
し
て
交
通
安
全

対
策
の
強
化
や
、
学
校
施
設
の
格
差
是
正
策

と
し
て
校
舎
鉄
筋
化
の
促
進
を
は
じ
め
、
価

祉
行
政
に
は
さ
ら
に
実
績
を
上
げ
る
た
め
．
・
了

算
を
弾
力
的
に
投
入
し
て
、
真
に
区
税
を
直

接
住
民
に
還
尼
す
る
施
策
の
実
現
に
格
段
の

努
力
を
要
望
す
る
。

φ
　
社
会
党
　
反
対

　
4
3
年
度
決
算
の
対
前
年
度
比
は
、
教
育
費
、
・

土
木
費
そ
れ
ぞ
れ
瓦
。
。
の
増
に
比
べ
、
総
務

曲
買
が
、
第
．
一
庁
泰
n
建
設
費
に
ト
倍
裟
ホ
万
円
を

投
入
し
た
と
は
い
え
、
四
六
％
も
大
幅
に
伸

び
た
こ
と
は
遺
払
て
あ
る
。
民
生
費
で
は
生

活
俣
軍
護
一
買
に
多
献
韻
な
一
不
用
額
々
花
上
じ
た
こ
と

は
、
生
活
困
窮
者
を
無
視
し
た
も
の
で
、
区

の
福
祉
行
政
に
意
欲
が
欠
け
て
い
る
。
監
査

報
告
に
も
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
へ
，
後
予
算

計
画
と
要
務
要
業
の
実
態
を
．
再
検
討
し
、
不

用
額
、
繰
越
額
の
解
消
に
一
段
と
努
力
す
べ

き
だ
。

　
土
木
行
政
で
は
歩
道
の
整
備
が
遅
れ
て
い

る
。
ま
た
排
水
溝
の
不
備
で
歩
卓
道
に
浸
水

が
多
く
、
学
童
通
学
路
の
安
全
対
策
に
欠
け

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
区
画
聾
埋
要
業
の
実
施

は
、
零
細
土
地
所
有
者
か
ら
も
無
償
で
用
地

を
取
リ
上
げ
、
・
て
の
う
え
借
地
人
を
も
犠
牲

に
し
た
、
国
の
政
策
に
振
リ
回
わ
さ
れ
て
い

る
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
教
育
行
政
で
は
鉄
筋
校
舎
に
雨
漏
リ
が
多

い
。
建
築
の
指
導
・
監
督
に
も
責
任
が
あ
り
、

こ
の
点
強
く
反
省
を
求
め
る
と
と
も
に
、
工

官
欠
陥
業
者
は
区
の
指
名
か
ら
排
除
す
べ
き

だ
。
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
用
地
買
収
費
が

繰
り
越
さ
れ
た
が
、
こ
の
際
杜
会
党
や
美
濃

部
都
知
事
が
主
張
す
る
各
校
方
式
で
給
食
を

実
施
す
べ
き
だ
。
区
当
局
は
地
方
自
治
の
基

本
精
伸
に
立
ち
か
え
り
、
住
民
本
位
の
行
政

を
実
現
す
る
よ
う
強
く
．
要
求
す
る
。

讐糞

暴
籍
⑦

多
会
派
時
代

　
昨
年
暮
れ
の
総
選
挙
は
、
（
野
党
の
）
多
党
化

が
よ
り
進
む
と
い
う
現
象
を
牛
．
ん
だ
が
、
現
在

の
世
田
谷
区
議
会
の
会
派
も
、
七
つ
の
会
派
が

分
立
す
る
に
ぎ
や
か
さ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
以
上
に
盛
況
だ
っ
た
の
は
、

昭
和
34
年
4
月
の
選
挙
に
は
じ
ま
る
第
四
期
の

区
議
会
で
あ
っ
た
。
出
発
時
の
四
つ
の
会
派
が

与
・
野
党
を
問
わ
ず
多
党
化
し
、
3
6
年
夏
ご
ろ

の
最
盛
時
に
は
実
に
九
つ
の
会
派
を
数
え
る
に

い
た
っ
た
。

　
こ
う
な
る
と
ど
の
会
派
も
決
定
的
な
主
導
力

を
持
た
な
い
か
ら
、
議
事
運
営
は
難
航
し
、
徹

夜
議
会
は
珍
し
か
ら
ざ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た

こ
う
い
う
戦
国
時
代
に
は
あ
ま
た
の
勇
士
が
輩

出
す
る
。
き
ま
っ
て
爆
弾
発
言
を
ぶ
つ
け
て
徹

夜
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
議
員
、
か
っ
て
に
開

会
ベ
ル
を
な
ら
し
て
議
会
を
早
く
開
け
と
デ
モ

を
か
け
る
議
員
、
質
間
演
説
中
、
「
も
う
い
い
や

め
ろ
！
」
の
野
次
に
慣
然
と
し
て
演
壇
を
降
り

て
し
ま
う
議
員
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　
こ
の
時
に
よ
ほ
ど
懲
り
て
か
、
3
8
年
選
挙
以

降
の
第
．
圧
期
は
、
会
派
結
成
時
の
四
会
派
の
ま

ま
で
終
始
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
珍
し
い
こ
と
。

ま
た
こ
の
時
以
来
、
会
派
の
名
前
は
政
党
名
を

妾・

の
ま
ま
名
の
り
、
区
議
会
独
自
の
会
派
結
成

や
、
離
合
集
散
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。

会
派
間
の
や
り
と
り
も
、
党
の
政
策
を
か
か
げ

て
の
応
酬
と
な
り
、
し
か
も
か
な
り
こ
ま
か
な

地
域
政
策
を
用
意
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
い

う
こ
と
か
ら
、
個
人
プ
レ
ー
は
ま
っ
た
く
影
を

ひ
そ
め
る
。
ひ
と
こ
ろ
に
比
べ
れ
ば
や
や
さ
ぴ

し
い
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
区
議
会

近
代
化
の
波
、
む
し
ろ
前
進
と
評
価
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

塵
公
明
党
　
護

）『

　
4
3
年
度
歳
出
決
臣
は
、
4
2
年
度
に
比
べ
、

区
の
屯
点
施
策
を
に
な
う
民
生
費
、
上
木
費
、

教
育
費
の
比
重
が
低
．
ト
し
た
結
展
、
公
共
投

資
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

ま
た
、
用
地
の
確
保
が
困
難
な
た
め
期
待
さ

れ
た
公
共
施
設
建
設
経
費
が
六
俺
八
后
余
万

円
も
繰
り
越
さ
れ
た
質
実
か
ら
、
用
地
対
策

に
は
最
善
の
努
力
が
望
ま
れ
る
。

　
民
生
関
係
で
は
、
低
所
得
者
・
零
細
商
工
業

者
の
助
成
対
策
が
不
足
し
て
い
る
。
こ
と
に

生
業
資
金
は
貸
付
回
数
と
貸
付
金
を
増
額
す

る
こ
と
や
、
新
た
に
区
民
対
象
の
応
急
小
口

資
金
貸
付
制
度
元
設
け
て
、
隔
祉
対
策
を
さ

ら
に
充
実
す
べ
き
だ
。
ま
た
福
祉
会
館
や
図

書
館
な
ど
は
、
勤
労
青
少
年
の
利
用
度
が
低

い
。
施
設
の
開
閉
時
問
を
延
．
長
し
て
効
果
的

な
運
用
を
図
る
べ
き
だ
。
そ
の
ほ
か
施
設
増

設
で
最
も
望
ま
れ
る
の
は
保
育
園
、
幼
稚
園

で
あ
る
。
零
歳
児
保
育
と
幼
稚
園
児
の
．
、
年

保
幽
目
キ
」
あ
わ
せ
早
急
に
充
実
さ
れ
た
い
。

　
土
木
関
係
で
は
、
私
道
の
舗
装
、
側
溝
の

ふ
た
か
け
、
街
路
灯
の
増
眠
と
公
園
整
備
に

よ
リ
、
交
通
雅
故
に
対
応
し
た
環
境
整
備
が

望
ま
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
教
育
費
に
．
五
．
壬
万

円
の
不
用
額
を
出
し
た
が
、
予
算
運
用
の
改

善
で
学
童
の
机
・
い
す
な
ど
の
整
備
に
あ
て

る
よ
う
格
段
の
配
慮
を
望
み
た
い
．

8
共
産
党
　
反
対

　
箋
会
費
、
総
務
費
、
か
区
長
・
議
員
の
報
酬

ア
ッ
フ
で
ふ
え
て
い
る
反
．
向
、
民
生
費
、
土

木
費
、
、
教
ム
ロ
費
、
の
全
体
の
割
合
ズ
減
っ
て
区

の
眞
点
施
策
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
．
こ
と

に
報
酬
ア
ノ
フ
は
、
お
予
盛
リ
仇
上
げ
に
反

対
す
る
住
民
運
動
で
強
く
批
判
さ
れ
た
事
実

を
、
反
省
す
べ
き
だ
。

　
区
の
合
理
．
化
の
典
型
は
給
食
セ
ン
タ
ー
設

立
に
あ
る
。
こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
独
占
資

本
に
つ
な
が
る
弁
当
工
場
で
あ
り
、
学
校
給

食
の
性
格
L
好
ま
し
く
な
い
。
今
後
セ
ン
タ

ー
方
式
は
教
育
行
政
に
大
｝
、
、
な
汚
点
を
残
す

こ
と
を
反
復
ヒ
張
し
再
者
ノ
を
求
め
る
、
ま
た

商
工
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
『
運
冨
や
、
文
障

記
送
喉
務
が
民
問
業
者
に
委
託
さ
れ
た
結
果
、

業
者
の
那
合
で
施
設
の
開
閉
時
間
が
左
右
さ

れ
た
リ
、
学
校
問
の
文
昔
配
送
の
遅
延
な
ど

欠
陥
の
事
実
を
指
摘
す
る
。

　
住
民
基
本
台
帳
の
施
行
は
、
国
の
ネ
ッ
ト

ワ
！
ク
毒
一
強
化
し
、
自
衛
隊
募
集
∴
欝
安
体

げ都」佳と助る準艇1則
　市め区金い備ヂLl汁問らσう支！熟プ）4斐グ）

1呵題れ総出沢合に路
グ）　1よ　丈こイ〉1よ　1∫方∫E艮不1」帝泉

根f主都1用　　’災イヒ月」に
【詐⊥託ll∫発匡i建if本さつ

との再r汁の築制れな
な声1用IIlli辛斤イ封1二るカミ
すを発び）令1×：関いり
べ民で中国に連電
き　主あで総対し　算：税
で的る反合す強機金
あ　1こ　　o上吃1用　る　く　」厚　な

る吸今主発区反入ど
oい後的計グ）対のの
　上のに画補す諸収

＾
　
民
社
党
l
I
賛
成

　
流
動
化
す
る
社
会
情
勢
か
ら
、
生
活
環
境

や
教
育
問
．
最
境
の
整
備
が
急
務
と
さ
れ
、
．
区
民

が
期
待
し
て
い
る
．
区
政
も
こ
の
こ
と
に
あ
る
。

こ
と
に
学
校
の
鉄
筋
校
舎
整
備
状
況
を
他
の

．
一
ト
．
一
区
と
比
べ
る
と
、
小
学
校
で
は
五
．
．
・

．
．
一
％
対
六
八
％
強
、
中
学
校
で
は
五
〇
・
四

％
対
し
一
％
強
と
区
の
教
育
施
設
整
備
の
立

ち
遅
れ
が
目
立
ち
、
木
造
校
舎
に
加
え
教
室

不
足
が
続
い
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ

の
解
消
策
の
き
め
至
は
、
従
来
の
都
の
増
改

築
基
準
を
抜
本
的
に
改
め
、
区
は
児
童
生
徒

の
増
高
傾
向
を
的
確
に
把
握
し
た
独
自
の
新

し
い
尺
度
に
よ
る
計
画
の
策
定
と
そ
の
促
進

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
未
解
決
の
ダ
ニ
の
出
る

教
｛
至
の
絶
滅
、
便
一
所
換
気
壮
投
置
の
舟
兀
備
、
鉄

筋
校
舎
の
、
雨
漏
リ
間
題
な
ど
、
な
ん
と
し
て

も
解
決
が
望
ま
れ
、
区
の
積
．
極
的
な
姿
勢
を

期
待
し
た
い
．

　
次
に
交
通
対
策
で
は
、
高
速
道
路
の
開
通

や
地
下
鉄
⊥
嘔
な
ど
で
、
区
内
の
道
路
事
情

は
最
悪
な
状
態
に
あ
る
。
当
而
学
童
通
学
路

の
安
全
確
保
と
住
民
の
人
へ
叩
尊
重
、
の
立
場
か

ら
、
交
通
小
女
全
対
締
東
を
新
年
度
の
重
点
藍
・
業

に
盛
り
込
み
、
時
代
の
．
要
請
に
適
応
し
た
総

命
的
な
区
の
対
策
を
確
立
し
て
、
問
題
解
決

に
“
看
毛
す
る
こ
と
を
強
く
．
要
望
す
る
。

Ω
噸
　
無
所
属
　
　
賛
成

　
多
額
な
繰
越
額
は
用
地
買
収
の
未
解
決
に

よ
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
老
人
休
養
ホ
ー
ム
、

給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
公
共
施
設
建
設
が
翌

年
度
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
区
の
詐
画
の
甘
さ

を
指
摘
す
る
。

　
薩
少
年
対
策
で
は
、
社
会
教
育
経
費
が
あ

ま
り
に
も
少
く
、
毎
年
お
翠
、
、
な
り
な
運
営
－
で

あ
る
、
実
態
を
把
握
し
て
大
幅
な
手
直
し
を

試
み
、
基
本
計
画
H
々
姦
東
｛
疋
を
ご
れ
た
い
。
貧
マ
り

に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
を
は
か
る
た
め
、

使
命
感
に
燃
…
え
た
公
務
員
育
成
に
積
極
的
な

努
力
を
望
む
。

5
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4
4
年
H
月
2
8
日
の
第
四
回
定
例
会
で
、
各

委
員
会
の
審
査
の
終
わ
っ
た
請
願
・
陳
情
二

四
件
が
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
審
査
の
終
わ
っ
て
な
い
も
の
、
新
た

に
付
託
し
た
も
の
あ
わ
せ
て
六
一
件
は
、
議

会
閉
会
中
に
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
㍉
　
　
区
民
委
員
会

◇
住
友
商
事
系
「
サ
こ
、
ッ
ト
ス
ト
ア
ー
」
の

瞭撒耀謝一　　　　　　　　　一一森

　
　
苦
労
す
る
区
役
所
で
の
駐
車

　
お
た
ず
ね
い
た
し
ま
す
が
、
私
は
時
た

ま
区
役
所
に
行
き
ま
す
が
、
自
動
卓
の
駐

車
場
に
い
つ
も
満
貝
で
困
り
ま
す
が
、
駐

車
場
の
殆
ん
ど
が
役
所
の
人
の
自
動
車
で

尊
用
し
、
ほ
ん
と
う
に
い
き
ど
お
り
を
感

ず
る
し
だ
い
で
、
ど
う
に
か
な
り
ま
せ
ん

か
。　

道
路
に
並
ぶ
自
動
車
は
、
殆
ん
ど
は
我

々
み
た
い
の
人
で
当
所
を
ぐ
る
ぐ
る
駐
車

探
し
に
回
る
を
見
受
け
ま
す
。
区
民
の
た

め
の
駐
唯
で
き
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

　
　
若
林
四
－
九
－
一
』
一
熊
谷
　
陸

－
係
か
ら
1
当
面
の
解
決
策
と
し
て
は
、

庁
舎
周
辺
の
上
地
が
少
し
買
収
で
き
た
の

で
、
こ
こ
を
駐
車
場
に
あ
て
る
よ
う
必
．
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
昨
年
来
、
区
側
も
区
議
会
も
根

本
的
な
解
決
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
適
当
な
土
地
を
う
る
こ
と
が
む

ず
か
し
い
現
状
で
す
。
職
員
の
駐
卓
も
、

交
通
不
便
な
所
か
ら
の
利
用
者
を
考
え
る

と
、
一
が
い
に
規
制
で
き
な
い
と
い
う
の

が
区
側
の
必
、
え
で
す
。
早
い
機
会
に
駐
卓

場
を
整
備
す
る
よ
う
、
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
世
田
谷
区
を
二
つ
に

　
東
京
都
の
．
一
十
．
』
区
か
廃
止
さ
れ
る
と

か
た
よ
り
（
編
果
部
注
「
区
議
会
だ
よ
リ
」
）

で
み
た
が
、
私
は
入
口
が
ふ
え
、
道
路
・

若
林
地
区
進
出
阻
止
に
つ
い
て
の
請
願

－
取
下
承
認
－

　
　
　
　
　
凸
　
厚
生
委
員
会

◇
世
田
谷
区
内
在
住
の
老
人
の
福
祉
の
た
め

の
バ
ス
一
台
購
入
並
び
に
無
料
使
用
に
関
す

る
請
願
－
取
下
承
認
1

◇
世
田
谷
区
立
奥
沢
保
育
園
に
関
す
る
請
願

－
意
見
付
採
択
1

（
意
見
）
願
意
に
そ
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
晶
　
建
設
奮
会

◇
経
堂
西
通
り
商
店
街
下
水
道
路
改
修
に
関

す
る
請
願
－
採
択
1

交
通
・
照
明
・
ゴ
ミ
な
ど
雲
業
関
係
が
ま

す
ま
す
繁
雑
と
な
っ
て
く
る
現
今
、
身
近

の
諸
問
題
を
完
全
に
処
理
す
る
に
は
、
役

所
を
ふ
や
し
、
峙
流
に
テ
キ
パ
キ
措
置
し

て
こ
そ
区
民
生
活
を
明
朗
快
適
に
す
る
も

の
と
思
う
。
が
ゆ
え
に
、
、
一
十
．
．
．
区
を
昔

の
よ
う
．
、
．
十
．
五
区
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

に
ふ
や
す
べ
き
と
思
う
。
世
田
谷
な
ど
広

く
、
世
田
谷
区
、
玉
川
区
と
二
つ
位
に
す

べ
き
と
思
う
。

　
ひ
ろ
ば
欄
も
ス
ペ
ー
ス
を
と
り
、
声
に

文
芸
な
ど
を
添
え
る
べ
き
と
思
う
。
．
硬
軟

の
記
要
々
項
を
盛
リ
沢
山
に
し
て
、
区
政

を
知
り
、
楽
し
い
月
日
を
だ
よ
り
と
と
も

に
送
リ
た
い
．

　
世
田
谷
．
一
i
．
一
〇
ー
一
．
．
一
植
松
　
秀

　
　
　
　
　
桜
並
木
の
復
活
策
は

　
私
は
深
沢
六
丁
目
呑
川
沿
い
に
居
住
し

て
お
り
ま
す
。
呑
川
の
河
岸
の
汚
な
さ
に

閉
口
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
春
、
突
然

護
岸
工
襲
が
始
ま
り
、
そ
の
際
は
、
予
算

の
都
八
・
と
か
で
百
メ
ー
ト
ル
分
だ
け
工
質

し
、
そ
の
際
も
妙
な
こ
と
に
思
っ
て
ま
し

た
が
、
そ
の
後
こ
の
夏
に
な
り
、
残
り
の

部
分
の
工
盛
も
始
ま
リ
、
続
け
て
や
れ
ば

費
用
そ
の
他
節
減
さ
れ
る
の
で
は
？
　
と

は
思
い
ま
し
た
も
の
の
、
住
民
に
と
っ
て

は
環
境
の
よ
く
な
る
こ
と
へ
の
廿
替
び
で
相

殺
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
川
の

両
岸
に
並
ん
で
い
た
樹
齢
何
年
か
み
ご
と

な
桜
の
木
は
、
あ
っ
と
い
う
間
も
な
く
惜

し
げ
も
な
く
切
り
倒
さ
れ
、
住
民
た
ち
か

ら
の
苫
情
間
い
合
せ
、
嘆
願
が
殺
到
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
切
り
倒
し
つ
づ
け
、
新

聞
社
へ
の
投
陣
な
ど
が
出
る
に
及
ん
で
や

っ
と
中
止
し
た
と
き
は
、
ほ
ん
の
数
本
を

残
す
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
．
区
当
局

　
◇
北
沢
地
区
に
児
童
遊
園
設
置
に
関
す
る
請

　
願
－
採
択
1

　
◇
特
別
用
途
地
区
指
定
に
関
す
る
請
願
（
大

　
蔵
地
区
な
ど
）
ー
採
択
1

　
◇
仮
称
経
堂
駅
北
口
小
田
急
ビ
ル
建
築
に
関

　
す
る
請
願
－
意
見
付
採
択
ー

　
　
（
意
見
）
願
意
に
そ
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　
◇
児
童
遊
園
新
設
に
関
す
る
請
願
（
等
々
力

　
二
丁
目
）
ー
採
択
ー

　
◇
つ
り
が
ね
池
整
備
保
存
に
関
す
る
請
願
（

　
祖
師
谷
二
丁
目
）
1
採
択
ー

　
◇
祖
師
谷
二
丁
目
藤
田
組
分
譲
地
周
辺
に
児

　
童
遊
園
設
置
に
関
す
る
請
願
i
採
択
1

　
◇
排
水
溝
の
延
長
工
野
並
び
に
水
路
の
ふ
た

　
は
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
た
だ

　
工
事
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
を
表
向
き

　
に
し
た
の
で
す
が
、
数
本
残
っ
た
桜
の
状

　
態
を
み
て
も
決
し
て
不
可
能
で
は
な
く
、

　
要
実
、
数
年
前
工
事
完
了
し
た
上
流
・
下

　
流
方
面
で
は
樹
齢
が
な
い
た
め
、
か
な
り

　
枝
ぶ
り
樹
形
の
変
っ
た
木
を
も
う
ま
く
守

　
っ
て
工
事
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
然
し
、

　
現
在
す
で
に
切
っ
て
し
ま
っ
た
木
が
よ
み

　
が
え
る
は
ず
も
な
く
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て

　
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
わ

　
れ
わ
れ
の
署
名
運
動
そ
の
他
に
対
し
、
工

　
要
終
了
後
再
び
桜
の
木
を
植
え
て
、
も
と

　
の
姿
に
は
遠
く
と
も
せ
め
て
…
…
と
い
わ

　
れ
た
区
当
局
の
返
答
、
ま
た
都
議
選
の
際

　
必
ず
植
樹
い
た
し
ま
す
と
連
日
ス
ピ
ー
カ

　
ー
で
ま
わ
ら
れ
た
都
議
候
補
の
約
束
の
実

　
行
を
待
っ
て
い
る
ば
か
り
で
す
。
何
の
お

　
ま
じ
な
い
か
、
安
全
棚
の
傍
だ
け
は
舗
装

　
も
し
な
い
ま
ま
す
で
に
惟
草
が
生
え
は
じ

　
め
て
い
ま
す
．

　
　
ま
た
春
に
す
ま
せ
た
百
メ
ー
ト
ル
の
区

　
間
だ
け
は
安
全
棚
も
取
付
け
ら
れ
ず
、
工

　
骸
完
了
な
の
か
工
裏
人
の
姿
を
み
る
こ
と

も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
植
樹
に
ふ
さ
わ
し
い
飛
．
r
節
も
も
う
聞
も

な
く
終
わ
り
ま
す
。
公
害
か
ら
樹
木
を
守

ろ
う
と
し
て
い
る
区
も
あ
る
∵
々
で
、
．
兀

気
に
葉
を
し
げ
ら
せ
花
を
つ
け
て
い
る
占

い
木
を
階
し
げ
も
な
く
切
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
へ
の
．
反
省
と
、
後
始
末
の
一
一
・
口
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
深
沢
六
1
．
、
六
松
川
忠
生
、

1
係
か
ら
1
土
木
部
の
答
え
は
、
工
要
の

影
響
に
よ
る
立
ち
枯
れ
と
暴
風
時
の
倒
木

を
必
ノ
慮
し
て
切
っ
た
。
工
胚
完
了
後
、
適

当
な
時
期
に
植
樹
ホ
る
と
い
う
こ
と
で
す
．

掛
け
に
関
す
る
請
願
（
鳥
山
町
）
ー
採
択
ー

◇
違
反
建
築
の
工
場
立
ち
の
き
に
つ
い
て
の

請
願
（
祖
師
谷
、
一
丁
目
）
1
採
択
ー

　
　
　
　
　
O
　
　
文
教
委
員
会

◇
世
田
谷
区
立
小
中
学
校
非
常
勤
講
師
へ
の

一
時
金
交
通
費
支
給
に
関
す
る
請
願

ー
意
見
付
採
択
ー

（
意
見
）
願
意
に
そ
う
よ
う
最
善
の
努
力
を

さ
れ
た
い
。

◇
区
立
世
田
谷
小
学
校
の
校
舎
改
築
に
関
す

る
請
願
i
採
択
1

◇
区
立
花
見
堂
小
学
校
プ
ー
ル
の
水
温
上
昇

装
置
施
設
に
関
す
る
請
願
i
採
択
1

◇
区
立
』
一
軒
茶
屋
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
の

継
続
工
事
に
っ
い
て
の
請
願
－
採
択
i

◇
区
立
北
沢
小
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て
の

請
願
1
採
択
1

◇
区
立
三
宿
小
学
校
校
舎
改
築
に
関
す
る
請

願
ー
採
択
i

◇
区
立
池
之
上
小
学
校
校
舎
改
築
に
関
す
る

請
願
ー
採
択
ー

◇
区
立
桜
丘
小
学
校
の
校
舎
改
築
に
関
す
る

請
願
－
採
択
－

　
　
　
　
　
冒
交
通
対
策
委
員
会

◇
、
区
立
等
々
力
小
学
校
通
学
路
に
信
号
機
等

安
全
施
設
の
設
置
に
関
す
る
陳
情
－
採
択
1

◇
通
学
路
標
．
不
と
横
断
歩
道
標
示
に
つ
い
て

の
陳
情
（
桜
上
水
五
丁
目
都
営
ア
パ
ー
ト
）

　
采
く
ー

ド
ま
む

◇
学
童
を
交
通
雅
故
か
ら
守
る
た
め
に
学
竜

通
学
路
標
識
、
横
断
歩
道
の
設
置
に
関
す
る

霜
瞬
願
（
桜
上
水
、
上
北
沢
都
営
ア
パ
ー
ト
．
）

1
采
尺
ー

　
ト
つ
ト
エ

◇
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
に
関
す
る
請
願
（
野

毛
一
～
．
一
丁
目
）
i
採
択
1

萱
書
婁
書

自
治
権
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　
広
域
〃
行
政
が
進
め
ら
れ
る
中
で
特
別
区
の

行
政
区
化
へ
の
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
住
民
の

利
便
か
ら
は
、
特
別
区
の
完
全
自
治
体
化
．
】

そ
が
望
ま
し
い
、
咋
年
11
月
2
8
H
、
内
閣
総

理．

大
臣
、
自
治
大
臣
あ
て
。

文
教
地
区
も
し
く
は
厚
生
地
区
指
定
に
関
す

る
要
望
書

　
大
歳
町
周
辺
の
住
宅
地
域
と
し
て
の
環
境

保
全
を
要
望
．
す
る
も
の
。
咋
年
n
月
2
8
H
、

都
知
喉
、
都
市
計
画
審
議
会
会
長
あ
て
。

6

、ザ
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